
３．産学連携活動に係る成果事例
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国立大学の産学連携活動の成果事例 １（大阪大学）

【連携スキーム】
１．ＩＦＲｅＣは従来どおり、学術的に自由な基礎研究を行う。
２．ＩＦＲｅＣが取り組む自主研究テーマについて、ＩＦＲｅＣが中外製薬へ年に2回研究成果の定期的開示（報告）を行う。
３．中外製薬は、報告された研究テーマから共同研究に進む研究テーマを選択
４．ＩＦＲｅＣの研究者が中外製薬と共同研究を実施
５．非臨床研究後期以降は、中外製薬が単独プロジェクト等の研究開発を実施

【包括連携概要】
○期間：2017年4月～2027年3月
○提供資金：10億円／年
○研究対象領域：免疫関連疾患領域

参照：大阪大学ＨＰhttp://www.osaka-u.ac.jp/ja/news/topics/2016/05/20160519_01
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国立大学の産学連携活動の成果事例 ２（東京工業大学）

参照：文部科学省「平成26年度における組織的産学連携活動の主な取組事例」


